
『こころつむぎ いのち輝け 
北の大地から』
北海道高等学校PTA連合会
会長　堀川　貴庸

　６月６日、全道大会に先立って開催された総会におきまして、再び会長を拝命い
たしました堀川貴庸（ほりかわ　たかのぶ）です。どうぞよろしくお願いいたします。
　道高Ｐ連の最大の研修事業と捉えている全道大会は、今年度、空知支部に担当し
ていただきました。初夏の暑さのなか、２日間にわたって岩見沢市内の会場で600
名を超える会員が集い、記念講演会、分科会での意見交流、そして教育懇談会をと
おして親睦を深めることができました。大会後のアンケートからも、大会が実り多
いものであったことが感じられ、主催者一同、大変嬉しく、有り難く思っております。
空知支部の皆様をはじめ、会員の皆様に心よりお礼申し上げます。
　さて、本稿の標題は、この度の総会で皆様からご承認いただいた二年後に北海道
で開催される全国大会のテーマです。北海道独特の歴史の中で、多様な人々の生活
や文化が人の心を通してつむがれ、受け継がれてきました。一方、道内は多様な生
命が息づく豊かな自然に恵まれ、その中で私たち人間も生かされ、命をつないでき
ました。このテーマには、かけがえのない一人ひとりの「こころ」と「いのち」を
大切にして共に助け合って生きていこうというメッセージが込められているのです。
私は道内の会員の皆様と力を合わせてオール北海道で全国の方々をお迎えしたいと
考えております。そのためにも、決して奇を衒うことなく、北海道の良さを前面に
出せる大会を皆様と共に創っていきたいと考えております。
　また、「親力」のレベルアップがこどもたちの健全育成につながっていく、そんな
思いでPTA活動に取り組んでいきたいということも申し上げましたが、私自身もこ
どもたちを見守り育てるのは親だけではなく、学校や関係者のみなさんと協力しな
がら、教育環境の充実に取り組むことがとても大切であると考えております。
　北海道の高校のPTA組織は全国的に見ても極めて強固なものがありますが、その
ことに甘んじることなく、会員の皆様とともに、私も一歩でも前に進むPTAであり
たいと思うのです。これからも皆様とともに大いに語り合って、こどももおとなも
まばゆく輝きを放てる北海道を目指して取り組んでまいりますので、引き続きご理
解とご協力をお願い申し上げます。

令和8年度の事業計画概要
総　会
　　６月６日（土）岩見沢市　岩見沢市民会館
高等学校教育振興対策事業
　　7月14日（火）北海道教育委員会教育長及び高校教育関係部局との懇談
健全育成事業
　　高校生と語るつどい
　　　石狩、後志、留萌、旭川、名寄、胆振、日高の7支部で開催予定
　　「高校生ICT conference in 北海道」への協力（札幌市、帯広市）
研修事業
　　第75回北海道高等学校PTA連合会大会空知大会
　　第75回全国高等学校PTA連合会大会大分大会（主管　大分県高P連）
進路対策事業
　　経済団体への新規高卒予定者の雇用確保、インターンシップ協力要請
調査広報事業
　　ホームページによる情報発信
　　高P連会報第9号発行
顕彰事業
　　功績団体表彰、功績者表彰、優良PTA会報表彰、退任PTA会長への感謝状の贈呈

第76回北海道高等学校PTA連合会大会十勝大会
期　　日　令和９年６月５日（土）・６日（日）
会　　場　帯広市内

主管支部　十勝支部
主 管 校　北海道帯広緑陽高等学校
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<　開会式　>
　はじめに道高P連堀川貴庸会長が主催者として、会員の皆様及び各
関係機関へ普段からのご協力に対する感謝の言葉を述べ、挨拶をしま
した。
　続いて早くから大会準備に取り組まれてきた空知支部長の秋田政行
大会実行委員長、さらに全国高等学校PTA会田名部智之会長から挨
拶がありました。
　次に功績団体、功績者、優良PTA広報誌（札幌国際情報高校、静
内高校）の表彰と感謝状の贈呈が行われ、個人及び団体の代表に表彰
状と感謝状が授与されました。
　その後、来賓の北海道教育委員会教育長中島俊明様代理北海道教育庁教育指導監高橋宏明様、北海道
高等学校長協会会長須藤克志様、岩見沢市長松野哲様代理岩見沢市教育委員会教育長吉永洋様よりご祝
辞をいただきました。
　最後に堀川会長が午前中の総会で承認された新役員を紹介し、終了しました。

＜　講　演　＞
　講師　タレント・構成作家　　鈴井　貴之氏
　演題　「多角的な視点(拠点)による発想とチャンス」

　北海道内で劇団をいくつも立ち上げ、自ら演出・出演し北海道の演
劇界を牽引してきた鈴井氏により、ユーモアにあふれた語り口で講演
をしていただきました。
　地元に根ざした演劇・TVでの活動、地方を拠点にした日常生活、
北海道だからこそ発信できる強み等々、普段芸能の世界を見るとき、
東京等の大都会以外は不利であるという考えを覆す、地方を主舞台と
する視点に気づかせてくれるその斬新な発想に会場は終始笑いと共に感嘆の声が上がっていました。
　北海道における演劇・TV等の芸能シーンを常に刷新するような力強いご活動、ご活躍を今後も続け
られますことを大いに期待し、ますますのご発展を祈念したいと思います。

令和8年度　第75回空知大会
　第75回全道大会（空知大会）が下記の日程で開催されました。
　１日目に開会式と講演が行われ、２日目に分科会が実施されました。
　分科会は設定されたテーマに基づき、話題提供者から協議に結びつく話をしていただき、ファシリテー
ターの進行の下、参加者がテーブルごとにテーマに即して協議を行いました。
　最終的な結論を出すのではなく、各参加者の自由な意見交換により交流を深めることを目的として話
し合いが進められました。
　各会場で和やかにかつ活発に意見が交わされ、最後各テーブルからの協議報告に皆注目して聞き入っ
ていました。

　　開 催 日　令和８年６月６日（土）７日（日）
　　会　　場　本会場：岩見沢市民会館・文化センター
　　　　　　　分科会：岩見沢東高等学校
　　　　　　　　　　　岩見沢農業高等学校
　　　　　　　　　　　岩見沢緑陵高等学校
　　主管支部　空知支部
　　　　　　　（主管校　北海道長沼高等学校）

　【大会主題】
新時代をひらく若者を共に支えよう
～　本音の語らいから生まれるPTAの活力～

　【大会メッセージ】
『多様な課題や悩みを抱えた子どもたちを育むために』
北海道の中央部、 自然 ・産業 ・文化 ・食がバランス良く調和した空知で
家庭 ・学校 ・地域の連携を確認しながら、 共に語り合いましょう
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＜　第１分科会（教育相談）　＞
　第１分科会は岩見沢東高校を会場に「思春期の子どもとどう付き合
うか」というテーマで開催され、まずスクールカウンセラー中野ひろ
み氏から「スクールカウンセラーとして、一人の母として」と題して
体験を通じた話題提供がありました。
　北海道教育庁学校教育局生徒指導・学校安全課生徒指導係課長補佐
の稲川洋生氏がファシリテーターとしてテーマに沿って進行し、中野
氏から提供していただいた家庭の例を参考に子どもたちとの関わり方
について各グループで協議がなされました。

　各家庭・学校で子どもたちと向き合う難しさ、子どもの自立を促す試み等様々な意見が出され、お互
いの課題や方向性を確認できる機会を持てたとの感想も聞かれました。

＜　第２分科会（地域連携）　＞
　第２分科会では「地域の未来をひらく＜学校教育×金融機関×地
域＞連携の可能性」をテーマに岩見沢農業高校を会場に各グループで
協議がなされました。
　はじめに空知信用金庫地域支援部副部長田中一成氏により、地域の
企業として関わった学校（教育）との連携の実績について話題提供が
ありました。その後岩見沢農業高校PTA会長室永雅人氏がファシリ
テーターとして地域企業と学校との関わりについて話題提供の事例を
参考にしながら進行されました。
　地域社会と学校はキャリア教育や探究的学び等で近年取り組みが進められていることもあり、参加者
は実例を交えながら課題等について熱心に意見交換をしていました。

令和8年　第75回全国高等学校PTA連合会大会2026大分大会
　8月20日（木）、8月21日（金）に大分県大分市と別府市を開催地として第75回全国大会が開催さ
れました。
　1日目に5つの会場で領域ごとに設定されたテーマの下、分科会が開催されました。
　2日目は講師として元プロ野球選手で地元大分県出身の内川聖一氏が「夢が導く諦めない気持ち」と
題して記念講演を行いました。
　すべての分科会と全体会のアーカイブ配信は9月14日（月）10：00から12月11日（金）10：00まで
リモート参加申込または現地参加をされた学校に後日送られるURLとパスワードにより視聴できます。

＜　第３分科会（PTA活動）　＞
　第３分科会では岩見沢緑陵高校を会場に「持続可能な高校PTAを
目指して」をテーマに各グループで熱心な協議がなされました。
　最初に夕張高等学校長熊谷孝宏氏からPTA活動の現状と課題につ
いて話題提供がありました。ファシリテーターは岩見沢緑陽高等学校
PTA、株式会社マクニカ官公ソリューション推進室栗林千奈美氏が
務められ、「【協議１】PTA活動の負担軽減と効率化の具体策」、「【協
議２】保護者が参加したくなる活動とは」と分けて進行されました。
現在のPTA役員のなり手不足や活動の負担軽減策等普段から多くの

PTAや学校が直面している課題について率直に意見が交わされました。

　大分大会HP　　https://pta2026-oita.jp/index.php
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　代議員総数45名のうち出席者は35名（出席者とされる委任状提出者7名を含む）、欠席者は10名で、出席者が総会成
立要件である３分の２の30名を超えており、総会の成立を確認しました。
　堀川貴庸会長の開会挨拶の後、議長に中知幸代議員（札幌丘珠高校PTA会長）、議事録署名人に吉田哲代議員（北見
緑陵高校PTA会長）及び黄田直樹代議員（函館水産高校校長）を選出し議事に入りました。
議　案
　（1）第1号議案「令和7年度事業報告・収支決算報告」
　　　　�　7年度の会務と事業概要、一般会計及び特別会計決算報告及び会計監査報告に基づく提案が承認されました。
　（2）第2号議案「令和８年度役員選任」
　　　　�　役員選考委員会から推薦された令和８年度役員候補（会長、副会長６名、監事３名）の選任が承認されました。
　（3）第３号議案「令和８年度　事業計画・収支予算」
　　　　�　８年度の事業計画（会議、高校教育振興対策事業、健全育成事業、研修事業、進路対策事業、調査広報事業、

健康安全対策事業、表彰事業、各支部との連携、北海道庁及び北海道教育委員会等の教育関係機関が設置する
各種審議会等への役員の派遣）及び一般会計予算案、各特別会計予算案（退職積立金・保険制度・団体助成事業・
高校生健全育成事業・特別損失基金）の提案が承認されました。

　（4）第４号議案「第77回全国高等学校PTA連合会大会2028北海道大会について」
　　　　�　令和10年8月24日（木）～25日（金）に開催予定の第77回全国高等学校PTA連合会大会2028北海道大会

の大会概要、大会実行委委員会会則、大会実行委員会組織図、実行委員会役員、大会予算案についての提案が
承認されました。

報　告
　（１）第１号報告「令和９年度北海道高等学校PTA連合会総会・第76回全道大会開催日程等」
　　　　　　　　　「令和10年度以降の北海道高等学校PTA連合会大会総会・全道大会の主管支部」
　（２）第２号報告「第77回全国高等学校PTA連合会大会2028北海道大会の準備状況等」
　２件について報告されました。

令和8年度　北海道高等学校PTA連合会総会

令和8年度
北海道高等学校
PTA連合会　役員名簿

第77回全国高等学校
PTA連合会大会2028
北海道大会

　メインテーマ
こころつむぎ　いのち輝け　北の大地から

　サブテーマ
～共に学び、共に支え、共に生きる社会をめざして

　今年度の総会で承認を受けた大会テーマのもと、令和10年8
月24日（木）・25日（金）の２日間、札幌市において第77回全
国大会が北海道高等学校PTA連合会の主管で開催されます。
　昨年度、準備委員会を組織し、今年度からは本会の村井為敦顧
問を委員長とする実行委員会を立ち上げて、役員を中心に大会の
方針や企画等、準備を進めているところです。
　大会は真駒内セキスイハイムアイスアリーナをメイン会場と
し、札幌コンベンションセンター、札幌市民ホール（カナモトホー
ル）の3つの施設を使用して、全体会と5つの分科会を設ける予
定です。
　また、日程を一日目の午後からアトラクション、開会式、表彰
式、記念講演、二日目にはアトラクション、分科会、閉会式を行
い、正午過ぎには大会を終了する予定で計画を立てています。
　北海道大会の成功に向けて、北海道らしさとおもてなし
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の気持
ちを大切にしながら、オール北海道で力を合わせて準備を進めて
まいります。

役職名 氏　名 所　属 所属校等
会 　 長 堀川　貴庸 十 勝 支 部 帯広南商業
副 会 長 野尻　敦子 石 狩 支 部 石狩南/札国情
副 会 長 橋本　洋一 石 狩 支 部 市立札幌大通
副 会 長 遠藤　美枝 石 狩 支 部 札 幌 月 寒
副 会 長 今井　宏昌 十 勝 支 部 帯 広 工 業
副 会 長 圓子　英徳 石 狩 支 部 札幌国際情報
副 会 長 須藤　克志 校 長 協 会 札 幌 東
監 　 事 蝦名　竜次 後 志 支 部 寿 都
監 　 事 西垣　　努 根 室 支 部 中 標 津
監 　 事 金澤　秀司 道 南 支 部 函 館 中 部
顧 　 問 海東　剛哲 留 萌 支 部 留 萌
顧 　 問 村井　為敦 旭 川 支 部 旭 川 東
顧 　 問 辻　　麻紀 石 狩 支 部 江 別
理 　 事 吉本　英之 石 狩 支 部 石 狩 翔 陽
常 任 理 事 吉井　　哲 石 狩 支 部 札 幌 西
理 　 事 種田　百合 道 南 支 部 函 館 水 産
理 　 事 渡邊　泰央 後 志 支 部 小樽未来創造
理 　 事 秋田　政行 空 知 支 部 長 沼
理 　 事 本間　　学 旭 川 支 部 旭 川 商 業
常 任 理 事 今　　美樹 留 萌 支 部 留 萌
理 　 事 白川　哲也 名 寄 支 部 稚 内
常 任 理 事 佐藤　孝洋 北 見 支 部 網走南ヶ丘
常 任 理 事 松久　大樹 十 勝 支 部 帯 広 柏 葉
理 　 事 齋藤　孝次 釧 路 支 部 釧 路 江 南
理 　 事 寺澤　淳司 根 室 支 部 別 海
理 　 事 山谷　芳則 胆 振 支 部 苫 小 牧 東
理 　 事 葛西　生昇 日 高 支 部 浦 河
理 　 事 千葉　佳貴 校 長 協 会 帯広南商業
理 　 事 瀧澤　共喜 校 長 協 会 石 狩 翔 陽
理 　 事 相馬　利幸 校 長 協 会 札 幌 西
理 　 事 岩﨑　弘之 校 長 協 会 大 麻
理 　 事 渡辺　晃史 校 長 協 会 札 幌 白 石
理 　 事 今野　博友 校 長 協 会 札 幌 丘 珠
理 　 事 佐々木真一 校 長 協 会 小 樽 潮 陵
常 任 理 事 前川　保夫 教頭・副校長会 札 幌 西
常 任 理 事 鈴木　貴之 公立学校事務長会 石 狩 翔 陽

北海道高等学校PTA連合会の
ホームページはこちら
https://www.hokkaido-koupren.com/
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